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著者は、近縁種の芳香性成分分析から、特にフローラルの要素の大きい近縁種 C. libanoticum、C. 
cyprium、C. pseudibericum、C. purpurascens、C. cilicium、C. alpinum およびフルーティーの要素の大
きい近縁種 C.  mirabile が育種素材として利用価値が高いと考えた。さらに著者は、これらと栽培種 C. 
persicum との種間雑種育成を試み、従来から利用されてきた野生種 C. purpurascence 以外に、これまで報
告例の無かった C. libanoticum、C. cyprium、C. pseudibericumと栽培品種との種間雑種の作出に成功した。
目的とした芳香性成分に関して栽培品種の改良は認められなかったが、花、葉、開花形質に両親には見られ
ない新しい形質が現れ、これらの形質の活用はシクラメン品種に多様性を付与できる可能性があるとした。

























               審   査   の   要   旨 
本論文は、シクラメンの品種改良に種間雑種育成が有効であること、芳香性シクラメンの品質維持には
温度管理が重要であることを明らかにしたものである。種間雑種による芳香性シクラメン品種育成は 1995
年より始まっており、一定の成果は上げてきたが母本野生種が限定されていたため、変異拡大が頭打ちにな
っていた。著者はより広範な野生種の香気成分の分析及びそれに基づく雑種育成に着手し、新たな雑種の育
成に成功した。この事実は、今後のシクラメン育種素材の拡大に大きな貢献をしたものとして育種学的に高
く評価できる。また、シクラメンの香気成分が展示中に弱まることの改善のために、展示環境と芳香性との
関連を明らかにし、その改善策を提示したことは、品種育成からその活用までを考慮する園芸学的な成果と
して評価できるものである。 
平成３０年７月９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
